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■はじめに（相場は「ドラゴンクエスト」の⼤冒険） 

⼤⼈気ゲーム「ドラゴンクエスト」をご存知の⽅は多いと思います。テクニカル分析をざっくばら
んに説明すると、相場の世界の⼤冒険で主⼈公に必要な剣と盾です。主⼈公のあなたは相場の世界の
⼤冒険に登場する勇者です。 

上げ相場は、持っている剣をただ振り回せばよいだけ、買えば簡単に儲かるファンタジーワールド
でした。でも、その次の下げ相場は、強⼒なモンスターの徘徊するデンジャラスワールドだったので
す。ある時、主⼈公の勇者はひどい下落に襲われて⼤けがをしてしまいます。この場所は、最悪の場
合、主⼈公に死をもたらすことさえある、暴⼒の⽀配する世界だと痛感します。以後、ゲームオーバ
ーを避けるため、「⼤ダメージ」を避けなくてはなりません。そこで、盾による防御が必須となります。
リスク管理はテクニカル分析の盾の側⾯であり⾮常に重要です。 

テクニカル分析は価格分析です。テクニカル分析で売買をする場合は、相場の価格「だけ」を注視
するのが原則です。ニュース、企業業績、経済指標などは気にしません。ただ、そういうことならば、
テクニカル分析の予測には当たり外れがあって当然です。テクニカル分析は、理論的に正しいのに失
敗することもあるのです。書店に⾏くと、射幸⼼をあおるようなタイトルの投資本を⾒かけますが、
典型例は「テクニカル分析は相場の必勝法」です。しかし、いま述べたとおりです。テクニカル分析
は必勝法ではありません。 

⼤事なので繰り返します。テクニカル分析は必勝法ではありません。しかし、テクニカル分析は儲
けるための⾦融技術であり、なるべく損をしないための⾦融技術です。主⼈公の勇者は、相場で常に
利益を追い求め、攻撃を繰り返す必要があります。攻めの姿勢を持つことは勇者の条件です。ただ、
勇敢さだけが取り柄の勇者では⽣き残れません。私たちはテクニカル分析を学び、テクニカル分析と
いう剣と盾を装備して相場の冒険に出かけましょう。 
 

加藤 光敏 
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第２章 チャートリーディングの基本 

（１） ロウソク足チャートの読み方 

●陽線と陰線 

 
 

ロウソク⾜は実体とヒゲで構成されており、⼀定期間の 4 本値（ 始
はじめ

値
ね

 、⾼値、安値、終値）を⽰

します。実体は、始値と終値を結んだ四⾓形の部分です。その時間枠の相場の開始と終了の値段を⽰
します。上昇の値動きなら実体の下⽅が始値、上⽅が終値となり、下落の値動きなら実体の上⽅が始
値、下⽅が終値となります。前者を陽線、後者を陰線といい、両者は⾊分けで区別されますが、陽線
は⾚（⽩抜き）、陰線は⻘（⿊塗り）が多いようです。ヒゲは、実体の上下に出ている線です。上ヒゲ
が⾼値、下ヒゲが安値まで伸びています。その時間枠の相場の天底の値段を⽰します。 

 なお、⽇本の主流はロウソク⾜チャートですが、欧⽶の主流はラインチャート、バーチャートとい
われます。ただ最近では、ロウソク⾜チャートも海外投資家に⼈気のようです。 
 

（２） 1 本のロウソク足の売買サイン 

ここでは、1 本のロウソク⾜の売買サインを⾒ていきます。 
原則として、陽線は買いサイン、陰線は売りサインです。このとき、実体の⻑⼤な陽線（⼤陽線）

なら強い買いサイン、⻑⼤な陰線（⼤陰線）なら強い売りサインとなります。陽線なら、相場が⼤き
く上がったのだから⽬先買う⽅がよいですし、陰線なら、相場が⼤きく下がったのだから⽬先は売る
⽅がよいといえます。これは当たり前のことですが、もう少し具体的に考察すると、相場が⼤きく動
いたら、様々なテクニカル分析指標に、その⽅向への順張りの買いサイン（売りサイン）が出ると推
定されるというのが実質的根拠です。もちろん、⼤陽線（⼤陰線）ならなおさらです。 

ここで問題となるのは、陽線や陰線が⻑⼤かどうかの判断基準です。⼀体どれくらいの⻑さ（値幅）
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なら⼗分といえるのでしょうか。これについては、「実体が⼤きいというと漠然としているようだが、
価格（相場）の 1.5％程度であれば⼤陽線と⾒てよいだろう。ちなみに為替相場の世界でドル・円相
場を例にとると、実体が 1 円 50 銭以上あるものは⼤陽線といえる」（「⽇本テクニカル分析⼤全」⽇
本テクニカルアナリスト協会編・⽇本経済新聞出版社・佐々⽊英信・P332）という有⼒な⾒解があり
ます。ここでは、佐々⽊⽒のこの⾒解を絶対的基準説と呼ぶことにします。この⾒解は単純明快かつ
実⽤的です。銘柄やチャートごとに過去の傾向から決まった基準を作り、あてはめるのです。 

これに対し、筆者の⽴場は相対的基準説です。直近相場の価格変動に着⽬し、その部分との関係で
明⽩に⼤陽線または⼤陰線であれば⼗分と考えます。なぜなら、売り買いの実質的根拠とされるテク
ニカル分析指標の売買サインは、直近相場の価格変動との関係で相対的に出るものだからです。 
 
●相対的基準説の⼤陽線⼤陰線 
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第６章 移動平均分析 

（１） 移動平均の意義 

移動平均分析は、価格推移を平均値で捉える客観的科学的な分析⽅法です。その歴史はかなり古い
ですが、今もなお、テクニカル分析の王道です。移動平均の⻑所は、シンプルイズベスト。従って、
移動平均には、⾼度複雑な分析のアプローチはなじみません。投資家やトレーダーは、移動平均をシ
ンプルに⾒るのが正しいでしょう。 

（計算式） 

n 本の単純移動平均＝過去 n 本の終値の平均値 

移動平均は、トレンドラインと同じく、トレンドの⽅向性を⽰します。相場の実戦では複数本表⽰
することが多いですが、単独では、1 本の移動平均が上向きなら上昇トレンド、下向きなら下落トレ
ンドです。 

トレンドが強いときは、移動平均の傾斜もきつくなります。⼀時的にトレンドが強まったときは、
移動平均は相場を追いかけて急⾓度になります。逆に、トレンドが弱いときは、移動平均の傾斜は緩
やかです。横這い相場では、移動平均も横這いとなり、⽅向性を失います。 

 

トレンドラインがサポートとして機能するように、移動平均も株価の重要なサポートとなります。
上向きの移動平均は押し⽬買いの、下向きの移動平均は戻り売りのチャートポイントです。ただし、
横這いの移動平均はサポートにならないと考えられています。 
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